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今年の夏は例年になく涼しく、過ごしやすいの

ですが、それでも少し精神的にだれてしまいます。

このコーナーも夏休み（？）と思いましたが、そ

うは問屋がおろさず、休みなしで頑張ることにな

りました。このところ毎回接頭辞で、内容的にも

中だるみの時期のように感じられますが、もう少

し頑張りましょう。

ｄｉｓ： 剥ぐ、除く、分離または欠如、反対、

※ ｂ、ｄ、 ｇ、 １、ｍ、の前ではｄｉ

ｆの前ではｄｉｆ

ｃｏｎｔｒａ：～に反対の、～に対して

ａｎｔｉ： 反、抗、排、～に反対の、～に対して

ｃｏｍ： 共に、一緒に（ｂ、ｍ、ｐ の前のみ）

※ 母音およびｈ 、ｗの前ではＣＯ

ｒの前ではｃｏｒ 、１ の前ではｃｏｌ

それ以外の子音の前ではｃｏｎ

ｓｙｎ ゆ

Ｉ ～と、共に、一緒に、結合した

癒着

※ ｂ 、Ｉ 、ｐ 、Ｐｈ、ｐｓの前では ｓｙｍ

１ の前では ｓｙｌ、ｓ の前では ｓｙ

ｄｉｓ はラテン語からきた接頭辞です。除く、剥

ぐ、欠如を意味しますから、ｄｉｓ／ｅａｓｅは文字通り

安楽を剥ぐ、除くで病気となります。ｉｎｆｅｃｔは感

染するという動詞ですが、ｄｉｓ／ｉｎｆｅｃｔにすると感

染を除く、すなわち消毒するという意味になりま

す。ｄｉｓ／ｉｎｆｅｃｔ／ｉｏｎは消毒です。

ｃｏｎｔｒａとａｎｔｉはほとんど同じ意味ですが、ｃｏｎ－

ｔｒａはラテン語由来、ａｎｔｉはギリシア語由来と語

源が違います。ｃｏｎｔｒａは、医学用語では、主とし

てｃｏｎｔｒａ／ｃｅｐｔ／ｉｖｅ、ｃｏｎｔｒａ／ｉｎｄｉｃａｔ／ｉｏｎ、ｃｏｎ－

ｔｒａ／ｌａｔｅｒ／ａｌ、ｃｏｎｔｒａ／ｖｏｌｉｔｉｏｎ／ａｌの４語に

限って使われます。ｃｏｎｔｒａ／ｃｅｐｔ／ｉｖｅは、妊娠を

表すラテン語ｃｏｎｃｅｐｔｕｓからきたｃｏｎｃｅｐｔ／ｉｖｅの
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頭のｃｏｎが落ちてｃｏｎｔｒａについたもので、意味は

妊娠に反すること、妊娠を防止するもの、つまり

避妊薬を指します。ｃｏｎｔｒａ／ｉｎｄｉｃａｔ／ｉｏｎは、ｉｎｄｉ－

ｃａｔ／ｉｏｎ適用、適応、指示に反するので禁忌とい

う意味になります。ｌａｔｅｒ／ａｌはｌａｔｕｓ側、側面と

いう語からきたもので、ｃｏｎｔｒａ／ｌａｔｅｒ／ａｌで対側

のを指します。ｖｏｌｉｔｉｏｎ／ａｌは意志（的）の、随

意のという形容詞ですが、ｃｏｎｔｒａ／ｖｏｌｉｔｉｏｎ／ａ１で

不随意のを表します。

ａｎｔｉはある働きをする薬剤を表現する時によく

使われる接頭辞です。ｓｙｐｈｉｌ／ｏは梅毒を表します

が、ａｎｔｉ／ｓｙｐｈｉｌ／ｉｔｉｃで駆梅薬、駆梅性のになり

ます。ｌｉｔｈ／ｏは石、結石を意味する連結形ですが、

ａｎｔｉ／ｌｉｔｈ／ｉｃとすると抗結石薬、抗結石（性）の

を指します。ｐｙｒｅｔ／ｏは熱、熱病を表す連結形で

すが、ａｎｔｉ／ｐｙｒｅｔ／ｉｃは解熱薬、解熱（作用）の、

解熱（性）のという意味になります。

ｃｏｍは～と一緒に、共にを意味するラテン語の

前置詞ｃｕｍからきている接頭辞です。ｃｏｍにラテ

ン語の食卓を表す語ｍｅｎｓａをつけてｃｏｍ／ｒａｅｎｓ／ａｌ

と形容詞形にすると、共生のという語ができます。

ｓｅｎｓｕｓはラテン語で感覚、感性を指しますが、

ｃｏｎ／ｓｅｎｓｕｓとすると感覚、感性を共にすること、

つまり一致、調和、同意を表します。ｃｏｎ／ｓｅｎｓｕ／

ａｌは合意上の、同感性の、共感性のです。

ｓｙｎはギリシア語から派生した接頭辞で、ラテ

ン語のｃｏｍに相当します。ｄａｃｔｙｌ／ｏは手指、時に

足指を意味する連結形ですが、ｓｙｎ／ｄａｃｔｙｌ／ｙで合

指症となります。ｂｌｅｐｈａｒ／ｏｎは眼瞼を指す名詞で、

ｓｙｍ／ｂｌｅｐｈａｒ／ｏｎは眼瞼が眼球へ癒着した状態、瞼

球癒着症を意味します。ｓｙｎ／ｄｒｏｍ／ｅは共に走るこ

と、すなわち一緒に起こっている多様の症候を指

すことから症候群を表します。ｓｙｎ／ｃｈｏｎｄｒ／ｏｓｉｓ

は軟骨結合、ｓｙｎ／ｏｓｔ／ｏｓｉｓは骨結合、骨癒合症で

す。では、また次回に。
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